




























の理論を専攻 しており、其処に出てくる様々な非摂動的 ・非一体問題的概念に魅力を感 じているが、具
体的には各人様々であろう。
最後に繰 り返すが、私は基本的には輝 しい収穫の秋は最早終わ ったと思ろ。無論、血眼で捜せば、未
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だ刈り入れ前の土地が残っているかもしれない。しか し今、時代が本当に必要としているのは刈 り取る







「ゆ め 」 こ そ 「ゆ め」




「ゆめ」 とは 本来希望を意味する言葉であり、理想状態を表 現する言 葉であります。 しか し問題はこ
の 「ゆめ」が実 際に実現された時には、最早それ は 「ゆめ」 という言葉では説 明されません し、時には
それが 「ゆめ」で あった ことす らも忘れ去 られてしまうという事です 。従 って真剣に 「ゆあ」を論ずる
こ とは愚の骨頂 であ り、こち らが真剣になるほ ど 「ゆめ」 とはお偉 くないと思 います。
低温の世界には、 「超」 とか 「極」の 付 く言葉が ありますが、そのような言葉 は最近では科学技術の
分野一般でしば しば流行語の ように用い られています 。このような接頭語は或 る意味で 「ゆめ」を表現
してお り、これ らの分野に従事する人 々の 「ゆめ」を表わ した言葉 と言えるでし ょう。 しか し人間は、
卸 ちこのような言葉 を造 り出 した人 間は同時にこれ らの接頭語を取 り去 ることに一生懸命 にな って きた
筈 です。
自然現象の基本はe●アキレスに も追いつ けない亀"と は違い、ビ ッグ ・バ ンによ って この宇宙が出来
上が って以来変わる事な く逃 げて行 く事もなか った筈 で、それ を暗に知 ってい るか らこそ人はその厚 い
面 の皮を剥 いで来 たわ けです。従 って、 「超」や 「極」のつ く言葉は、本来 いずれその地位を剥奪 され
るものであり、そうすることが古 くか らの人間の楽 しみとな って来たと言えるで し ょう。今や新幹線も
夢の超特急 とは呼ばれ ません。それ故低温研究の将来について何を想 うか と聞かれれば、 「いつ までも
こめ ような 質問の対象にな っていてはいけない」と答えたい1と思います 。
さて このよ うに低温の世界 の地位 の失墜を望むわけですが、それでも何か 白けた存在にはな って欲 し
くはない と思います。世阿弥の'「花伝書」 に 「秘すれば花な り、秘さずば花 なるべか らず 」という言葉
が あります。低温の世界の姿が どの様に変わろ うとも、例えそれがたいした物ではないに しろ、何か を
秘 めているが故に存在価値を持 った世界であればと思います。少な くとも、rゆめ」を持 った人間に とら
て秘めたる 「ゆめ」の見い出せる世界 であれ ばと思います。
結局以上があ る意味で私の無責任 な 「ゆめ」であ るわけで、つまり 「ゆめ」が 「ゆめ」でな くなる事
が 「ゆめ」であ り、同時に 「ゆめ」が 「ゆめ」として残 っている事も 「ゆめ」.なのであ ります。非常に
矛盾 した話にな って しまったか も知れ ませんが、 きまぐれでしか 「ゆめ」は語れ ない と思 います 。もし
文句があれば 「トリイサン」に文句を言 って下 さい。1
ゆ め
基礎工学部(修士課程)臼 井 正 文
へ
今年は元旦以来 「初夢 」らしい 「初夢 」もみることな しに、松の内が明 けよ うとしている。 いや、本
当は 『夢 』をみているのか も知れ ない。 しか し、・朝∴ 目を覚ます頃 にば、す っか り忘れてしまって いる,
とにか く、最近は 自分で も驚 くほど 『夢 』をみなくな って しまった。少年の頃の無邪気で物事に感 じ
やすい心を失いつつあるせいか も知れ ない。'
眠っているときに見 る 『夢 』とともに、醒めている ときにみる『ゆめ 』もまた、最近は御無沙汰 して
いる。幼なか りし頃 とは違 って、現実 というやつがどうも「目の前にち らつ いて 、心の中に大 きくふ くら
んだ極彩色の 『ゆめ 』も、みるみ るうちに色あせてしぼんで しまいが ちである。
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